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避
難
情
報
多
㎜
㎜
㎜
㎜
四

日
本
語
学
校
訪
問

　
全
国
の
自
治
体
や
国
際
交
流
協
会
の
職

員
が
災
害
時
の
外
国
人
支
援
に
つ
い
て
学

ぶ
「
体
験
塾
」
が
2
2
日
、
岡
山
市
内
で
聞
か

れ
た
。
市
内
の
日
本
語
学
校
や
国
際
医
療

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
北
区
伊
福
町
）

か
ら
講
義
を
受
け
、
昨
夏
の
西
日
本
豪
雨

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
安
否
確
認
の
方
法
や

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

語
対
応
を

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
講
義
も

　
県
内
や
岩
手
、
鹿
児
島

な
ど
約
2
0
府
県
か
ら
3
3
人

が
参
加
。
留
学
生
か
日
本

語
を
学
ぶ
岡
山
外
語
学
院

　
（
同
舟
横
町
）
で
は
、
山

中
孝
志
校
長
が
豪
雨
の

際
、
外
国
人
に
も
利
用
者

が
多
い
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
無
料
通
信
ア
プ
リ
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
」
を

用
い
て
学
生
の
安
否
を
確

認
し
た
と
説
明
し
た
。

　
一
方
、
行
政
か
ら
配
信

さ
れ
る
避
難
情
報
な
ど
は

漢
字
が
多
く
て
理
解
で
き

ず
、
学
生
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
相
次
い
だ
こ
と
も
報

告
し
「
多
言
語
化
や
漢
字

に
ふ
り
が
な
を
付
け
る
工

夫
が
必
要
」
と
指
摘
し
た
。

同
校
と
し
て
は
全
学
生
へ

』
の
一
斉
メ
ー
ル
の
導
入
を
一
際
化
協
会
　
（
東
京
）
　
が
訪

岡
山
外
語
学
院
の
山
中
校
長
か
ら
災
害
時
の

外
国
人
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
自
治
体
職
員
ら

進
め
て
い
る
ほ
か
、
多
言

語
化
に
対
応
し
た
岡
山
市

の
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
を

呼
び
掛
け
て
い
る
と
話
し

た
。
　
山
□
市
防
災
危
機
管
理

課
の
山
下
裕
二
副
主
幹
は

　
「
外
国
人
学
生
を
フ
ォ
ロ

Ｉ
し
て
い
る
状
況
が
分
か

っ
た
。
当
市
は
多
言
語
化

か
遅
れ
て
お
り
参
考
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い

た
。
　
参
加
者
は
こ
の
日
、
岡

山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
同
奉
還
町
）
も
訪
れ
、

官
民
組
織
「
災
害
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
お
か
や
ま
」

職
員
か
ら
、
平
時
か
ら
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
企
業
と
情
報
共
有

し
て
お
く
重
要
性
を
確
認

し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
か
ら
は
、
外
国
人
に

よ
っ
て
文
化
や
宗
教
が
異

な
る
た
め
、
避
難
所
の
食

事
な
ど
に
気
を
配
る
必
要

性
を
学
ん
だ
。

　
今
回
の
体
験
塾
は
、
一

般
財
団
法
人
・
自
治
体
国

際
化
協
会
（
東
京
）
が
訪

日
・
在
留
外
国
人
が
増
加

し
、
全
国
各
地
で
災
害
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら

企
画
。
２
日
間
の
日
程
で
、

2
1
日
は
西
日
本
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
が
出
た
倉
敷
、

総
社
市
を
訪
れ
た
。

　
　
　
　
　
（
洞
井
宏
太
）
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